
2
0
1
9
年
度
秋
季
教
師

検
定
試
験
が
、
9
月
10
～
12

日
、
大
阪
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ

た
。
台
風
15
号
に
よ
り
受
験

者
の
到
着
が
案
じ
ら
れ
た

が
、
無
事
に
開
催
で
き
感
謝

で
あ
る
。

　
秋
の
試
験
は
、
正
教
師
試

験
が
中
心
と
な
る
。
准
允
を

受
け
適
当
な
年
数
を
経
て
き

た
者
た
ち
が
試
験
に
臨
ん

だ
。
既
に
補
教
師
と
し
て
御

言
葉
と
教
会
に
仕
え
て
き
た

者
た
ち
が
、
改
め
て
教
師
と

し
て
の
召
し
を
確
認
し
な
が

ら
の
試
験
で
あ
る
。
受
験
者

そ
れ
ぞ
れ
が
教
会
的
権
能
に

携
わ
る
重
み
と
畏
れ
を
い
だ

き
つ
つ
試
験
に
臨
ん
だ
。
正

教
師
の
受
験
者
は
42
名
、
加

え
て
補
教
師
13
名
、
教
師
転

入
1
名
の
受
験
者
を
得
た
。

多
く
は
な
い
が
、
こ
れ
だ
け

の
教
師
が
立
て
ら
れ
る
こ
と

に
感
謝
し
た
い
。

　
受
験
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
祈

り
と
共
に
神
の
御
前
に
畏
み

つ
つ
、
先
立
っ
て
出
さ
れ
た

提
出
試
験
、
今
回
の
筆
記
試

験
、
そ
し
て
面
接
試
験
に
取

り
組
ん
だ
。
正
教
師
試
験
を

中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
試
験

で
あ
る
が
、
提
出
試
験
の
説

教
、
釈
義
に
は
不
足
を
覚
え

る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
。
す
で
に
教
会
に
あ
っ
て

御
言
葉
に
仕
え
る
経
験
を
積

ん
で
来
た
こ
と
を
前
提
に
す

る
と
、
礼
拝
の
会
衆
・
聴
衆

の
姿
が
見
え
な
い
説
教
が
散

見
さ
れ
た
。
聖
書
の
解
説
に

終
始
し
、
説
教
者
自
身
が
、

神
の
恵
み
、
救
い
の
喜
び
を

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
聞
き
取

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
さ
れ
る
も
の
も
あ

る
。
そ
れ
は
、
釈
義
・
黙
想

の
不
十
分
さ
に
伴
う
も
の
で

も
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
の

受
験
者
の
傾
向
と
し
て
神
学

以
前
に
聖
書
そ
の
も
の
に
親

し
ん
で
い
な
い
こ
と
が
伺
え

る
。
こ
の
こ
と
は
筆
記
試
験

の「
旧
約
聖
書
神
学
」、「
新
約

聖
書
神
学
」
か
ら
も
指
摘
で

き
る
。「
旧
約
聖
書
神
学
」で

は
聖
書
の
御
言
葉
が
ど
う
い

う
時
代
背
景
の
な
か
で
、
ど

う
い
う
神
学
的
思
想
を
も
っ

て
語
ら
れ
て
い
る
の
か
不
明

瞭
、
不
正
確
な
解
答
が
見
ら

れ
た
。
ま
た
「
新
約
聖
書
神

学
」
で
は
聖
書
の
箇
所
を
挙

げ
る
に
留
め
、
そ
の
箇
所
を

ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て

示
し
て
い
る
の
か
論
述
で
き

な
い
解
答
が
あ
っ
た
。
聖
書

の
素
読
が
召
命
と
教
会
に
仕

え
る
歩
み
の
す
べ
て
の
始
ま

り
と
な
る
こ
と
を
受
け
止
め

て
も
ら
い
た
い
。

　「
教
憲
・
教
規
、
宗
教
法
人

台風の中、大阪クリスチャンセンターに集う

正教師42名、補教師13名、転入1名受験

2019年 秋季教師検定試験

御
言
葉
を
語
る
た
め
の
神
学
を
身
に

着
け
て
い
る
か

2019年秋季・正教師検定試験問題
教憲教規および諸規則・宗教法人法（60分）
　次の2題に答えてください。
1. 教憲前文の第3段落には教団成立の経緯が記されています。歴

史的な視点を踏まえつつ、特に「くすしき摂理のもとに御霊の
たもう一致によって」という文言から、何を受けとめることが
できるのか述べてみてください。

2. 宗教法人法による責任役員会の職務権限と教会規則における
役員会の処理事項とを比較しながら説明してください。またそ
の両者の関係をどのように整理して説明できるか、記してくだ
さい。

旧約聖書神学（60分）
　次の3題のうちから、2題を選んで答えてください。
1. イザヤ書全体について、高等批評の問題に触れながら述べて下

さい。
2. 仮庵の祭について、その規定や内容について具体的な聖書箇所

を挙げながら述べて下さい。
3. バビロン捕囚後のユダヤ人の生活、特に信仰面においての活動

を聖書箇所を挙げながら述べて下さい。

新約聖書神学（60分）
　次の3題のうち2題を選んで、聖書個所をいくつか挙げつつ、答

えてください。
1. 洗礼者ヨハネについて
2. イエス・キリストの昇天について
3. パウロは「自由」をどう理解しているか

教会史（60分）
　次の1題に答えてください。
◎日本基督教団は、日本基督教団信仰告白に「我らはかく信じ、

代々の聖徒と共に、使徒信条を告白す」と述べ「使徒信条」を
告白しています。この「使徒信条」の成立、西方教会全般で用
いられるに至る経緯、また日本基督教団信仰告白にて告白され
る意味について述べてください。

2
0
1
9
年
秋
季
教
師

検
定
試
験
が
、
9
月
10
～

12
日
、
大
阪
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
台
風
の

影
響
で
、
試
験
時
間
を
繰
り
下
げ
る
こ
と

も
事
前
に
計
画
し
ま
し
た
が
、
予
定
通
り

に
行
わ
れ
ま
し
た
。補
教
師
試
験
に
13
名
、

正
教
師
試
験
に
42
名
、
転
入
試
験
に
1
名

が
受
験
さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の
受
験
志
願

者
が
、
主
の
召
し
に
応
え
て
、
真
剣
に
、

真
摯
に
筆
記
試
験
と
面
接
試
験
に
臨
ま
れ

ま
し
た
。
教
師
検
定
試
験
は
、
伝
道
者
と

し
て
一
人
一
人
の
魂
に
向
か
っ
て
、
御
言

葉
を
豊
か
に
、
深
く
、
鋭
く
語
る
た
め
に
、

神
学
を
身
に
着
け
て
い
る
か
ど
う
か
を
試

験
す
る
も
の
で
す
。
伝
道
者
と
し
て
ま
だ

何
が
身
に
着
い
て
い
な
い
か
、
ど
こ
に
課

題
が
あ
る
の
か
を
発
見
し
、
伝
道
者
と
し

て
の
姿
勢
を
整
え
直
す
の
で
す
。
合
格
さ

れ
た
方
も
、
課
題
が
課
せ
ら
れ
た
方
も
、

生
涯
に
亘
り
、
主
か
ら
伝
道
者
へ
問
わ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　
　
第
41
総
会
期
　
教
師
検
定
委
員
長

井
ノ
川
　
勝

講
　
評

お
知
ら
せ

　「
教
団
新
報
」
今
号
を

4
9
1
2
・
1
3
合
併
号

と
し
、
次
号
は
11
月
9
日

に
発
行
し
ま
す
。

総
幹
事
　
秋
山
　
徹

法
」
で
は
教
憲
前
文
の
第
3

段
落
か
ら
教
団
の
歴
史
的
歩

み
を
踏
ま
え
た
解
答
を
期
待

し
た
が
、
教
団
史
に
思
い
を

馳
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
解

答
が
見
ら
れ
た
。

　「
教
会
史
」は
使
徒
信
条
を

通
し
て
教
会
史
を
概
観
す
る

こ
と
を
求
め
た
が
、
古
代
か

ら
す
ぐ
に
日
本
基
督
教
団
信

仰
告
白
に
結
び
つ
け
て
解
答

す
る
も
の
が
多
々
あ
っ
た
。

中
世
を
経
て
、
宗
教
改
革
を

通
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教

会
の
信
仰
の
基
礎
と
さ
れ
て

き
た
こ
と
が
論
述
で
き
な
い

受
験
者
が
非
常
に
多
か
っ

た
。

　「
組
織
神
学
」で
は
組
織
神

学
的
に
考
え
、
論
述
す
る
こ

と
が
不
慣
れ
な
受
験
者
の
姿

が
浮
か
び
上
が
る
。
こ
れ
も

説
教
の
言
葉
が
整
わ
な
い
こ

と
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　「
面
接
試
験
」は
受
験
者
そ

れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
、
召
命
を

語
る
こ
と
が
で
き
た
。
公
同

教
会
、
信
仰
告
白
、
教
憲
・

教
規
、
説
教
・
聖
礼
典
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
召
さ
れ
て
い

る
確
信
を
語
る
姿
は
頼
も
し

　
夏
の
暑
さ

に
酷
使
し
た

牧
師
館
の

ク
ー
ラ
ー
が

冷
え
た
り
冷

え
な
く
な
っ

た
り
で
い
よ
い
よ
交
換
と

な
っ
た
。
業
者
の
人
が
自
分

も
見
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
古

い
も
の
だ
と
言
っ
て
い
た
。

昔
の
も
の
は
作
り
が
よ
く
長

持
ち
す
る
そ
う
で
、
今
の
は

こ
う
は
持
ち
ま
せ
ん
、
と
の

こ
と
。よ
く
働
い
て
く
れ
た
。

▼
時
代
に
耐
え
る
言
葉
と
は

何
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
古

典
、
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
が
ら
繰

り
返
さ
れ
る
コ
ピ
ー
、
歌
、

真
実
を
巧
み
に
切
り
取
っ
た

報
道
。
逆
に
早
々
に
陳
腐
化

す
る
言
葉
、
ニ
ュ
ー
ス
は
圧

倒
的
に
多
い
。
そ
の
と
き
は

う
ま
く
切
り
取
っ
た
つ
も
り

で
も
、
時
間
と
共
に
色
褪
せ

て
ゆ
く
。
▼
新
報
発
行
に
携

わ
り
教
団
の
目
指
す
方
向
を

示
そ
う
と
努
力
を
し
て
き
た

つ
も
り
で
は
あ
る
が
。
残
る

記
事
、言
葉
も
あ
る
が
、早
々

に
伝
え
る
意
義
を
失
っ
た
も

の
も
少
な
く
な
い
。
真
実
を

見
極
め
る
目
が
い
か
に
眩
ん

で
い
る
か
を
思
わ
さ
れ
る
。

▼
多
く
の
書
物
を
渉
猟
す
る

わ
け
で
は
な
い
者
が
貧
し
い

読
書
歴
の
中
で
読
み
続
け
て

い
る
の
は
、や
は
り
聖
書
だ
。

時
代
に
、
歴
史
に
耐
え
た
言

葉
で
あ
り
、
時
間
的
制
約
の

中
で
永
遠
を
語
り
続
け
て
い

る
こ
と
に
触
れ
る
喜
び
は
何

に
も
比
べ
難
い
。
神
に
は
一

日
は
千
年
の
よ
う
で
、
逆
も

然
り
と
あ
る
。
限
ら
れ
た
と

き
の
中
で
永
遠
の
言
葉
に
聞

き
、
語
る
幸
い
に
、
な
お
与

り
た
い
と
願
う
。

く
も
あ
っ
た
。そ
れ
ゆ
え
に
、

教
会
を
建
て
る
御
言
葉
を
明

晰
、
明
確
、
大
胆
に
語
る
者

と
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
教
師
試
験
は
、
今
後
の

各
自
の
課
題
を
受
け
止
め
る

時
で
も
あ
る
。
教
師
検
定
試

験
に
合
格
す
る
こ
と
が
ゴ
ー

ル
な
の
で
は
な
い
。
召
命
を

問
わ
れ
な
が
ら
、
教
師
と
さ

れ
続
け
る
始
ま
り
と
し
て
ほ

し
い
。

　
教
師
試
験
と
合
わ
せ
て
C

コ
ー
ス
受
験
志
願
者
認
定
面

接
を
行
っ
た
。
3
名
の
志
願

者
に
対
し
て
教
団
の
教
師
と

し
て
立
て
ら
れ
る
こ
と
の
意

味
を
確
認
し
、
今
後
の
歩
み

の
た
め
に
祈
り
を
献
げ
た
。

　
試
験
終
了
後
、
第
3
回
教

師
検
定
委
員
会
を
開
催
。
今

回
の
試
験
を
振
り
返
り
教
師

検
定
委
員
会
と
し
て
の
課
題

も
共
有
し
た
。（清

藤
　
淳
報
）
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《
教
区
青
年
担
当
者
会
》

　
9
月
9
～
10
日
、
第
9
回

教
区
青
年
担
当
者
会
が
教
団

会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
初

日
は
台
風
15
号
が
北
上
す
る

最
中
で
あ
り
、
交
通
の
事
情

で
参
加
が
適
わ
な
か
っ
た
方

も
い
た
が
、
13
教
区
か
ら
32

名
が
出
席
し
た
。

　
今
回
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見

直
し
、
各
教
区
や
団
体
を

代
表
し
て
い
る
参
加
者
が

発
言
す
る
機
会
を
多
く
設
け

た
。
一
日
目
は
、
全
国
か
ら

集
っ
た
担
当
者
と
秋
山
徹
総

幹
事
が
直
接
意
見
を
交
わ
す

時
間
を
設
け
た
。
秋
山
総
幹

事
か
ら
「
青
年
伝
道
の
こ
れ

か
ら
」
と
題
し
て
話
し
て
も

ら
っ
た
。
内
容
は
教
団
機
構

改
定
に
伴
う
青
年
へ
の
働
き

か
け
に
つ
い
て
、
ま
た
「
教

団
ユ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」（
K
Y
P
）
に
つ
い
て

で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
基
に
し
て
青
年
同
士
の
交

流
や
情
報
共
有
等
の
場
を
作

る
K
Y
P
の
構
想
を
聞
い
た

参
加
者
か
ら
は
、
質
疑
応
答

時
や
分
団
時
に
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
た
。更
に
、グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
2

回
行
い
、
異
な
る
場
で
働
く

担
当
者
同
士
が
語
り
合
う
場

と
な
っ
た
。
多
様
な
視
点
か

ら
各
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
わ

れ
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
、
三
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
活
動
報
告

が
あ
っ
た
。
中
部
教
区
バ
イ

ブ
ル
キ
ャ
ン
プ
、
東
北
教
区

の
青
年
活
動
、
日
独
ユ
ー
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
2
0
1
9
で
あ

る
。
多
く
の
画
像
や
映
像
、

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
寸
劇
な
ど

も
交
え
て
臨
場
感
あ
ふ
れ
る

報
告
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
他
教
区
や
団
体
か

ら
提
出
さ
れ
た
報
告
書
が
会

場
内
の
壁
面
に
掲
示
さ
れ
、

参
加
者
ら
が
情
報
交
換
す
る

《小規模教会を伝道拠点に》
　2030年問題が日本基督教団（以下、
教団）に迫っています。2030年問題と
は、この年を境にかなりの数の教団の教
会が消滅すると言われている危機のこと
です。今、この危機に対する教団の取り
組みが問われる中、教団常議員会は、「教
団伝道推進基本方針 ︱共に祈ろう、共に
伝えよう、共に献げよう」展開案を決議
しました。
　この決議が画期的なのは、教団の教会
が一致して日本の伝道に取り組む業が、
具体的に示された点です。教団は全国に
1685教会を有します。これほど多くの教
会を有することは教団の強みと言えます。
　しかしその中には少子高齢化が進み、
消滅の危機にある小規模教会があること
を忘れてはなりません。小規模教会は主
の御体なる教会を立て続け、生き生きと
した礼拝を献げています。その村に、そ
の島に、その町に「主は生きておられる」
との確信の中で伝道がなされていること
に教団は絶えず励まされてきました。
　この小規模教会を教団の伝道拠点教会
として支えましょう。そのことから教団
の全ての教会に血が通いだし、教区の伝

道が推進され、教団の伝道に勢いが増し
ていくでしょう。一人一人が伝道に熱く
なり、主から託されたこの国の伝道を推
進していかねばなりません。

《共に祈ることから》
　基本方針の第一は「祈ること」です。
祈ることから始めましょう。主イエス昇
天後の弟子たちは「心を合わせて熱心に
祈っていた。……百二十人ほどの人々が
一つになっていた」（使徒１・14 〜 15）
とあります。心を合わせ、熱心に、一つ
になって祈る。その祈りに応答するよう
に聖霊が降りました。
　伝道は聖霊なる神の御業です。神の御
業に応え、祈りの輪を広げようではあり
ませんか。基本方針では、毎月第3主日
を「日本伝道の推進を祈る日」に制定し
ました。礼拝出席者数20名以下の教会
を第3主日に覚えて祈ります。全ての教
会が活性化され、この国の伝道に一致し
て取り組み「このようにして、主の言葉
はますます勢いよく広まり、力を増して
いった」（使徒19・20）と言い得る教団
を共に目指しましょう。

（「信徒の友」11月号より）

　
9
月
13
日
、
教
団
会
議
室

に
て
、
第
4
回
教
団
伝
道
対

策
検
討
委
員
会
を
開
催
し

た
。
前
回
記
録
承
認
後
、
岸

俊
彦
教
団
伝
道
推
進
基
本
方

針
展
開
検
討
小
委
員
長
が
、

教
団
伝
道
推
進
基
本
方
針
の

具
体
的
な
展
開
の
取
り
組
み

の
現
状
を
報
告
し
、
協
議
を

し
た
。

　
協
議
に
お
い
て
は
、
第
4

回
常
議
員
会
で
決
議
し
た
内

容
と
異
な
っ
て
い
る
点
が
あ

る
こ
と
（
祈
り
に
覚
え
る
教

会
名
を
『
信
徒
の
友
』
に
掲

載
す
る
予
定
が
1
ヵ
月
遅
れ

た
こ
と
、
各
教
区
か
ら
挙
げ

て
も
ら
う
教
会
数
が
「
5
教

会
程
度
」
で
あ
っ
た
も
の

が
「
2
教
会
」
と
さ
れ
て
い

た
こ
と
）
に
つ
い
て
質
問
が

出
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
岸

小
委
員
長
は
、『
信
徒
の
友
』

の
編
集
日
程
の
都
合
上
、
祈

り
に
覚
え
る
教
会
の
掲
載
が

1
ヵ
月
遅
れ
と
な
っ
た
こ

と
、
ま
た
、
誌
面
の
都
合
お

よ
び
費
用
の
関
係
で
「
2
教

会
」
と
し
た
と
答
え
た
。
ま

た
、
石
橋
秀
雄
委
員
長
は
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
教
団

三
役
が
承
認
を
し
た
と
述
べ

た
。

　
次
に
、
久
世
そ
ら
ち
教
団

機
構
改
定
検
討
小
委
員
長

が
、
教
団
機
構
改
定
案
と

し
て
、
教
団
総
会
議
員
数
案

（
議
員
数
を
教
師
1
0
0
名
、

信
徒
1
0
0
名
、
推
薦
議
員

は
16
名
を
超
え
な
い
数
と
す

る
。
各
教
区
選
出
議
員
数
に

つ
い
て
最
初
に
配
分
す
る
議

員
数
を
教
師
2
名
、
信
徒
2

名
と
す
る
）、
お
よ
び
、
常

議
員
数
案
（
三
役
と
教
師
6

名
、
信
徒
6
名
と
す
る
）
を

提
示
し
た
。

　
協
議
に
お
い
て
は
、
今
後

の
小
委
員
会
に
お
け
る
検
討

の
方
向
性
に
つ
い
て
の
質
問

が
出
さ
れ
、こ
れ
に
対
し
て
、

「
総
務
局
」・「
伝
道
局
」
の

設
置
等
、「
教
団
機
構
改
定

案
骨
子
」
の
内
容
に
沿
っ
て

検
討
を
進
め
て
行
く
こ
と
を

確
認
し
た
。
ま
た
、
各
委
員

会
活
動
等
の
運
用
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
教
団
財

政
の
削
減
の
具
体
案
を
示
す

べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　
以
上
の
協
議
の
後
、
教
団

伝
道
対
策
検
討
委
員
会
と
し

て
二
つ
の
小
委
員
会
か
ら
の

報
告
を
承
認
し
、
10
月
に
開

催
さ
れ
る
第
5
回
常
議
員
会

に
、
教
団
伝
道
推
進
基
本
方

針
の
具
体
的
な
展
開
の
現
状

に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
、

お
よ
び
、
教
団
機
構
改
定
案

を
提
示
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
雲
然
俊
美
報
）

　「
青
年
伝
道
の
こ
れ
か
ら
」を
協
議

▼
教
区
青
年
担
当
者
会
・
教
育
委
員
会
▲

様
子
も
見
ら
れ
た
。

　
二
日
目
は
、
再
び
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

な
わ
れ
た
。
前
日
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
し
て
、
参
加
者
の

関
心
が
高
か
っ
た
四
つ
の

テ
ー
マ
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」、「
世
代
（
青
年
の
定
義
・

中
高
年
の
居
場
所
）」、「
地

域
と
の
つ
な
が
り
・
リ
ー

ダ
ー
育
成
」、「
キ
リ
ス
ト
教

主
義
学
校
と
の
連
携
」
に
分

か
れ
て
話
し
合
っ
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
様
々
な
情
報
を
得
ら
れ
る

昨
今
で
は
あ
る
が
、
教
区
青

年
担
当
者
会
が
、
直
接
顔
を

合
わ
せ
て
話
題
を
共
有
し
相

互
の
つ
な
が
り
を
発
展
さ
せ

て
い
く
場
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
た
。

　
　
　
　
　（
望
月
麻
生
報
）

《
教
育
委
員
会
》

　
第
3
回
教
育
委
員
会
が
9

月
10
～
11
日
、
教
団
会
議

室
で
開
催
さ
れ
た
。
夏
に

行
な
わ
れ
た
諸
行
事
や
各
委

員
会
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

2
0
1
9
年
度
ク
リ
ス
マ
ス

献
金
に
関
す
る
こ
と
、
精
勤

賞
の
表
彰
状
と
バ
ッ
ジ
に
関

す
る
こ
と
、
ま
た
キ
リ
ス
ト

教
教
育
主
事
認
定
試
験
の
日

程
等
を
報
告
、
確
認
し
た
。

　
教
区
教
育
担
当
者
会
が
、

2
0
2
0
年
2
月
17
～
18

日
、
東
海
教
区
・
清
水
教

会
、
清
水
国
際
高
等
学
校
で

開
催
さ
れ
る
。
教
会
学
校
の

在
り
方
が
多
様
化
し
て
い
る

中
で
、教
団
と
し
て
「
教
育
」

を
ど
う
捉
え
て
い
く
か
を
参

加
者
同
士
で
考
え
る
時
と
し

た
い
。
委
員
会
に
先
立
っ
て

小
委
員
会
、総
会
議
員
数
改
定
を
提
示

▼
伝
道
対
策
検
討
委
員
会
▲

開
か
れ
た
教
区
青
年
担
当
者

会
と
同
様
に
従
来
通
り
の
会

を
開
催
す
る
の
で
は
な
く
、

教
会
や
地
域
が
直
面
し
て
い

る
様
々
な
現
状
や
変
化
と
共

に
あ
る
会
を
目
指
す
。

　
第
42
総
会
期
に
第
3
回
教

会
中
高
生
・
青
年
大
会
を
開

催
す
る
旨
が
伝
道
委
員
会
、

伝
道
推
進
室
と
の
共
同
提
案

と
し
て
増
田
将
平
委
員
長
か

ら
提
案
さ
れ
た
。
す
で
に
伝

道
委
員
会
、
伝
道
推
進
室
、

宣
教
委
員
会
に
お
い
て
も
可

決
さ
れ
て
い
る
。
2
0
2
0

年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
る

た
め
21
年
度
に
開
催
す
る
希

望
が
あ
る
。
委
員
か
ら
は
組

織
づ
く
り
や
会
計
に
つ
い

て
、
い
く
つ
か
質
問
と
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
台
湾
基
督
長
老
教
会
と
の

青
年
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
も
話
し
合
わ
れ
た
。
来

年
2
0
2
0
年
は
日
本
側
が

台
湾
の
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
入

れ
る
番
で
あ
る
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
あ
る
の
で
時
期
は

慎
重
に
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な

い
旨
が
確
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
10
月
19
日
に
開
催

さ
れ
る
「
え
き
ゅ
ぷ
ろ
」（
青

年
に
よ
る
超
教
派
の
集
い
）

の
後
援
と
、
増
田
委
員
長
の

派
遣
を
確
認
し
た
。

　
幼
稚
園
融
資
金
募
集
の

案
内
を
教
団
新
報
で
公
示
し

た
。
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
幼

児
教
育
を
資
金
融
資
で
支
え

る
大
切
な
働
き
で
あ
る
。
幼

稚
園
が
認
定
こ
ど
も
園
に
な

る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
中

で
、
従
来
の
要
綱
の
見
直
し

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と

も
指
摘
さ
れ
た
。

（
望
月
麻
生
報
）

　
教
師
検
定
試
験
公
告

　
2
0
2
0
年
春
季
教
師
検
定
試
験
を
左
記
の
要
領
で

行
い
ま
す
。

一
、
受
験
要
綱
の
申
し
込
み

　
受
験
要
綱
と
教
団
指
定
の
願
書
用
紙
は
1
6
0
円
切

手
を
同
封
し
、正
教
師
受
験
志
願
者
か
補
教
師
（
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
コ
ー
ス
の
別
も
）
受
験
志
願
者
か
を
明
記
し

た
上
、
封
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
正
教
師
受
験
志
願
者
は
「
教
師
検
定
規
則
第

12
条
②
」
に
よ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

二
、
受
験
願
書
の
提
出

　
受
験
願
書
と
必
要
書
類
を
整
え
て
、
受
験
料
と
と
も

に
所
属
教
区
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
教
区
締
切
　
2
0
1
9
年
11　
月
18　
日
（
月
）

　（
教
区
に
よ
り
締
切
が
早
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
教
区
事
務
所
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

②
教
団
締
切
　
2
0
1
9
年
12　
月
18　
日
（
水
）

　（
各
教
区
か
ら
教
師
検
定
委
員
会
に
提
出
す
る
際

の
締
切
で
す
）

＊
受
験
料
は
正
教
師
1
万
3
千
円
、
補
教
師
1
万
円

三
、
補
教
師
に
つ
い
て

①
「
説
教
」「
釈
義
」
の
課
題
テ
キ
ス
ト

　
旧
約
　
出
エ
ジ
プ
ト
記
3
章
1
～
14
節

　
新
約
　
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
2
章
1
～
12
節

②
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
「
説
教
」「
釈
義
」
の
提
出
内

容
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
験
要
綱
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

③
補
教
師
（
Ｃ
Ⅲ
コ
ー
ス
）
の
牧
会
学
の
課
題

　『
牧
会
と
は
何
か
』
に
つ
い
て
論
述
し
て
く
だ
さ

い
。

④
Ａ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
教
師
検
定
規
則
第
4
条

第
3
号
に
も
と
づ
く
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
同
対
象
者
は
、神
学
校
を
通
し
て
説
明
を
う
け
、そ

れ
に
も
と
づ
く
手
続
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

四
、
正
教
師
に
つ
い
て

　
　
受
験
志
願
者
は
、
直
接
教
師
検
定
委
員
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

五
、
提
出
物（
説
教
、釈
義
、牧
会
学
等
）締
切
に
つ
い
て

　
　
当
委
員
会
へ
の
提
出
締
切
日
は
、
2
0
1
9
年
12

月
20
日
（
金
）
午
前
中
必
着
で
す
。

六
、
学
科
試
験
と
面
接
試
験
に
つ
い
て

　
　
学
科
試
験
は
2
0
2
0
年
2
月
25
日
（
火
）、
面

接
試
験
は
2
月
26
日
（
水
）、
2
月
27
日
（
木
）
に

東
京
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
館
に
て
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
受
験
志
願
者
に
通
知
い
た
し
ま
す
。
不
明
な

点
は
直
接
、
当
委
員
会
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
2
0
1
9
年
10
月
12
日

日
本
基
督
教
団
教
師
検
定
委
員
会

　
　
　
〒
1
6
9

−

0
0
5
1

　
　
　
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
2

−

3

−

18

−

31

　
　
　
電
話
　
0
3

−

3
2
0
2

−

0
5
4
6

「伝道推進基本方針」展開案決議によせて
日本基督教団総会議長　石橋秀雄
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歳
。
北
海
道
生
ま
れ
。
54
年

日
本
基
督
教
神
学
専
門
学
校

卒
業
。
同
年
よ
り
新
津
、
青

山
町
教
会
を
牧
会
し
、
酪
農

学
園
三
愛
女
子
高
等
学
校
に

務
め
、
武
蔵
野
扶
桑
教
会
を

牧
会
し
、
94
年
隠
退
。
遺
族

は
妻
・
米
田
朋
子
さ
ん
。

大
住
雄
一
氏
（
東
京
神
学
大

学
神
学
教
師
）

　
19
年
9
月
5
日
逝
去
、
64

歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
83
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
卒

業
。
同
年
よ
り
大
宮
、
用
賀

教
会
を
牧
会
し
、
東
京
神
学

大
学
に
務
め
る
。遺
族
は
妻
・

大
住
真
理
さ
ん
。

菊
間
俊
彦
氏
（
隠
退
教
師
）

　
19
年
8
月
28
日
逝
去
、
90

歳
。
大
阪
府
生
ま
れ
。
55
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
卒

業
。
同
年
よ
り
代
田
、村
上
、

大
磯
、駒
込
教
会
を
牧
会
し
、

06
年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・
菊

間
幸
子
さ
ん
。

米
田
　
孝
氏
（
隠
退
教
師
）

　
19
年
8
月
24
日
逝
去
、
91

　
伝
道
委
員
会
は
新
総
会
期
に
入

り
、
申
し
送
り
事
項
を
継
承
し
て
い

く
こ
と
に
追
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
ど
れ
も
大

事
な
活
動
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

開
拓
伝
道
援
助

金
、
会
堂
貸
出
金

の
対
応
等
、
各
個

教
会
・
伝
道
所
へ

の
伝
道
に
直
結
す

る
持
続
的
財
政
援

助
に
つ
い
て
、
限
ら
れ
た
原
資
を
公

平
性
を
も
っ
て
大
胆
に
運
用
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
伝
道
委
員
会
主
催
で
開
催
さ
れ
て

き
た
教
区
伝
道
委
員
長
会
議
や
農
村

伝
道
に
関
す
る
協
議
会
は
、
機
構
改

定
を
踏
ま
え
て
抜
本
的
に
見
直
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
他
、
伝
道
委
員
会
に
託
さ
れ
て
い

る
こ
と
の
中
に
は
、
文
書
伝
道
、
教

誨
活
動
の
支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
今
総
会
期
の
宣
教
委
員
会
は
、
委

員
会
そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
意
図
を
も
っ
て
伝
道
、
教
育
、
社

会
の
三
つ
の
常
設
委
員
会
か
ら
2
名

ず
つ
委
員
を
出
し
て
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
教
団
と
し
て
宣
教
委
員
会
を

ど
う
位
置
づ
け
改
定
し
て
い
く
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
団
機
構
改
定
が
現
在
重
要
な
検

討
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、
今
総
会
期
に
優
先
さ
れ
る

べ
き
役
割
は
何
か
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
教
団
、
諸
教
区
、
諸
教
会
・
伝

道
所
こ
れ
ら
三
者
の
間
に
い
か
に
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
が
中
心
的
課
題
で

す
。

　
そ
こ
で
「
何
と
か
し
て
何
人
か
で

も
救
う
た
め
で
す
」
と
い
う
情
熱
が

共
有
さ
れ
る
と
き
、
新
し
い
態
勢
が

形
成
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

（
伝
道
委
員
長
）

伝道委員会

伝道の情熱の共有 

古屋　治雄

　
今
期
研
究
テ
ー
マ
担
当
者
を
決
定

▼
宣
教
研
究
所
委
員
会
▲

　
第
3
回
宣
教
研
究
所
委
員

会
が
、
9
月
2
日
に
教
団
会

議
室
に
お
い
て
全
委
員
の
出

席
と
道
家
紀
一
担
当
幹
事
の

陪
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

岡
本
知
之
委
員
長
の
開
会
祈

祷
に
続
き
、
第
2
回
議
事
録

案
を
承
認
し
た
。

　
次
に
、
今
総
会
期
の
研
究

テ
ー
マ
に
つ
い
て
協
議
す
る

際
に
、
今
後
の
進
め
方
に
関

す
る
委
員
長
提
案
を
承
認
し

た
。
①
テ
ー
マ
担
当
責
任
者

を
決
め
る
。
②
各
テ
ー
マ
の

自
由
討
議
を
す
る
。
③
論
文

を
執
筆
す
る
研
究
員
を
決
め

る
。
④
研
究
員
を
招
き
執
筆

中
間
報
告
会
を
行
う
。
⑤
研

究
員
に
研
究
発
表
と
し
て
論

文
を
提
出
し
て
も
ら
う
。

　
今
回
の
委
員
会
で
は
、
①

～
③
を
取
り
扱
う
こ
と
と

し
、
①
に
関
し
て
は
各
テ
ー

マ
並
び
に
「
宣
研
だ
よ
り
」

等
の
担
当
責
任
者
を
以
下
の

よ
う
に
決
定
し
た
。「
教
会

の
霊
性
」
熊
江
秀
一
、「
教

会
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
の

問
題
」
柴
田
彰
、「
日
本
人

の
宗
教
性
と
キ
リ
ス
ト
教
」

寺
田
信
一
、「
教
会
と
付
属

施
設
」
小
林
光
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
伝
道
」
岡
本
知
之
、「
宣

研
だ
よ
り
編
集
」高
橋
和
人
、

全
体
の
相
談
役
、
長
山
道
。

　
②
と
③
に
関
し
て
は
各

テ
ー
マ
の
自
由
討
議
後
、
研

究
員
と
な
る
候
補
者
を
1
～

2
名
ず
つ
挙
げ
た
。
次
回
の

♦︎
テ
ゼ
黙
想
ツ
ア
ー
♦︎

P
C
T
テ
ゼ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
合
同
し
初
参
加

公
　
告
　
　
　
　
　
　

　
教
師
検
定
委
員
会
で
は
、
教
師
検
定
規
則
第
6
条
⑥

に
基
づ
き
、同
規
則
第
3
条
6
号
対
象
者（
所
謂
Ｃ
コ
ー

ス
受
験
者
）
に
対
す
る
認
定
面
接
を
下
記
の
よ
う
に
実

施
し
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
秋
季
試
験
以
降
に
新
た
に
Ｃ
コ
ー
ス
受

験
を
志
願
さ
れ
る
方
は
、
本
委
員
会
の
指
定
し
た
書
類

を
2
0
2
0
年
1　
月
10　
日
（
金
）
ま
で
に
ご
提
出
い
た

だ
き
、下
記
日
程
の
面
接
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
な
お
、

面
接
要
領
・
提
出
書
類
用
紙
に
つ
い
て
は
、
百
円
切
手

を
同
封
の
上
、
本
委
員
会
事
務
局
に
直
接
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

★
認
定
面
接

日
時
　
2
0
2
0
年
2　
月
27　
日（
木
）15　
時
〜（
予
定
）

場
所
　
日
本
基
督
教
団
　
4
階
小
会
議
室

な
お
、
認
定
面
接
予
定
者
に
は
、
書
類
受
付
後
、
案

内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
　
2
0
1
9
年
10
月
12
日

日
本
基
督
教
団
教
師
検
定
委
員
会

〒
169

−

0
0
5
1
　
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
2

−

3

−

18

−

31（
電
話
0
3

−

3
2
0
2

−

0
5
4
6
）

　

第
59
回
「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
主
事
」　

認
定
試
験
公
告

　
第
59
回
（
2
0
2
0
年
）「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
主
事
」

認
定
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
受
験
願
書
提
出
期
限
　
2
0
1
9
年
12
月
9
日（
月
）

　
　
　（
提
出
物
1
～
7
を
教
区
に
提
出
）

◆
論
文
提
出
期
限
　
2
0
2
0
年
1
月
24
日（
金
）

　（
試
験
科
目
ハ
の
論
文
・
教
団
教
育
委
員
会
に
提
出
）

◆
試

験

期

日
　
2
0
2
0
年
3
月
13
日（
金
）

午
前
11
時
～
午
後
2
時

◆
試

験

場

所

　
〒
540

−

0
0
0
4
大
阪
市
中
央
区
玉
造
2

−

26

−

47

　
T
E
L
0
6

−

6
7
6
1

−

8
5
6
2 

　
大
阪
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
会
議
室

◆
試

験

科

目

イ
．
筆
記
試
験
　
日
本
基
督
教
団
教
憲
、
教
規
お
よ

び
諸
規
則
（
60
分
）

＊
試
験
時
間
に
日
本
基
督
教
団
「
教
憲
教
規
お
よ

び
諸
規
則
」
を
貸
し
出
し
ま
す
。

ロ
．
面
　
　
接

ハ
．
論
　
　
文
　
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
15
～
20
枚

　「
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
歴
史
と
展

望
」

◆
提

出

物

◎
以
下
の
書
類
を
整
え
必
ず
期
限
ま
で
に
教
区
事
務

所
に
提
出
す
る
。

1
．
受
験
願
書
・
所
属
教
会
主
任
教
師
の
推
薦
書

…
1
通

2
．
履
歴
書
・
信
仰
歴
…
1
通

3
．
教
区
の
推
薦
書
…
1
通

　（
以
上
は
教
育
委
員
会
所
定
の
も
の
）

4
．
出
身
学
校
校
長
の
推
薦
書
…
1
通

5
．
出
身
学
校
成
績
証
明
書
…
1
通

6
．「
私
は
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
教
教
育
主
事
を
め
ざ
す

の
か
、
召
命
と
の
関
連
で
」
記
述
書
　
4
0
0
字

詰
原
稿
用
紙
2
枚
程
度

7
．
受
験
料
　

5
、0
0
0
円

　
　
教
育
委
員
会
所
定
の
用
紙
は
、
〒
169

−

0
0
5
1

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
2

−

3

−

18

−

31
　
日
本

基
督
教
団
教
育
委
員
会
に
、
住
所
、
氏
名
を
記
し
た

返
信
用
封
筒
に
1
2
0
円
切
手
を
添
え
て
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
日
本
基
督
教
団
教
育
委
員
会
　
〒
169

−

0
0
5
1

　
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
2

−

3

−

18

−

31

　
　
T
E
L
0
3

−

3
2
0
2

−

0
5
4
4

　
　
F
A
X
0
3

−

3
2
0
7

−

3
9
1
8

　
2
0
1
9
年
10
月

　
日
本
基
督
教
団
教
育
委
員
会
　
委
員
長
　
増
田
将
平

委
員
会
ま
で
に
各
担
当
責
任

者
が
候
補
者
と
連
絡
を
取

り
、
論
文
執
筆
依
頼
を
打
診

し
内
諾
を
得
る
。
正
式
な
委

嘱
状
は
、
次
回
の
委
員
会
で

の
承
認
後
に
発
送
す
る
。
予

算
並
び
に
作
業
工
程
に
関
し

て
は
道
家
紀
一
担
当
幹
事
の

意
見
も
踏
ま
え
、
今
後
調
整

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。

　「
宣
研
だ
よ
り
」
に
関
し

て
は
2
0
2
0
年
度
に
発
行

す
る
こ
と
と
し
、
巻
頭
言
は

岡
本
委
員
長
、
各
研
究
テ
ー

マ
に
関
し
て
は
5
名
の
担
当

責
任
者
が
執
筆
す
る
。

　
高
橋
委
員
の
閉
会
祈
祷
を

も
っ
て
終
了
し
た
。

（
小
林
　
光
報
）

　
台
湾
基
督
長
老
教
会

（
P
C
T
）
の
テ
ゼ
黙
想
ツ

ア
ー
が
8
月
23
日
か
ら
9
月

5
日
に
行
わ
れ
た
。
P
C
T

台
中
学
生
セ
ン
タ
ー
の
潘
忠

杰
牧
師
が
始
め
た
企
画
で
、

2
回
目
の
今
年
は
教
団
も
誘

い
を
受
け
、
合
同
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
実
現
し
た
。

　
参
加
者
は
P
C
T
が
16

名
、
教
団
が
7
名
、
内
引
率

各
1
名
で
あ
っ
た
。
メ
イ
ン

は
8
月
25
日
か
ら
9
月
1
日

に
、
テ
ゼ
共
同
体
で
行
わ
れ

る
18
～
35
歳
の
青
年
た
ち
の

た
め
の
国
際
的
集
い
に
参
加

し
、黙
想
す
る
こ
と
で
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
中
心
に
世
界
各
地

か
ら
約
2
0
0
0
人
の
青
年

が
集
ま
っ
た
。

　
テ
ゼ
共
同
体
は
1
9
4
0

年
、
ス
イ
ス
出
身
の
ブ
ラ

ザ
ー
・
ロ
ジ
ェ
に
よ
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

地
方
の
小
さ
な
村
「
テ
ゼ
」

に
創
設
さ
れ
た
超
教
派
の
キ

リ
ス
ト
教
男
子
修
道
会
で
、

分
裂
や
争
い
の
あ
る
世
界

で
、『
見
え
る
和
解
の
し
る

し
』
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
始
ま
っ
た
。
修
道
士
（
ブ

ラ
ザ
ー
）
た
ち
が
、
教
派
の

違
い
を
越
え
て
、
共
に
祈
り

と
労
働
の
生
活
を
す
る
。
テ

ゼ
は
、
深
い
沈
黙
の
中
で
の

祈
り
を
大
切
に
し
、
朝
昼
晩

の
祈
り
は
、
長
い
沈
黙
、
祈

り
の
歌
や
聖
書
の
朗
読
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
。「
内

な
る
信
仰
を
深
め
る
こ
と
」

と
同
時
に
、「
苦
悩
す
る
人
々

と
の
連
帯
」
を
創
設
か
ら
の

大
切
な
指
針
と
す
る
。

　
滞
在
中
は
朝
昼
晩
の
祈
り

の
他
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
聖
書
研
究
、
環
境
・
社
会

問
題
、
芸
術
等
）
や
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ワ
ー
ク
を
し
て
過
ご

し
た
。
ワ
ー
ク
は
初
日
に
全

員
が
一
つ
選
ぶ
。
内
容
は
ト

イ
レ
掃
除
、
食
事
の
配
膳
・

片
付
け
、
礼
拝
準
備
、
ゴ
ミ

捨
て
、
聖
歌
隊
等
。
そ
の
週

に
招
か
れ
た
人
で
共
同
体
の

生
活
が
維
持
さ
れ
る
。
今
回

日
本
の
参
加
者
は
、
聖
歌
隊

と
夕
飯
準
備
の
奉
仕
を
し

た
。
日
々
は
単
純
素
朴
で
、

韓国人ブラザー・ハンヨル氏
（前列、右より二人目）との朝食

全
て
の
営
み
が
祈
り
に
向

か
っ
て
生
活
す
る
一
週
間
で

あ
っ
た
。

　
ま
た
期
間
中
に
は
台
湾
と

日
本
の
他
に
、
韓
国
、
香
港
、

中
国
の
青
年
と
の
交
流
や
ブ

ラ
ザ
ー
と
一
緒
に
食
事
を
と

り
、
話
を
す
る
時
間
も
与
え

ら
れ
た
。
今
回
の
参
加
者
は

す
で
に
教
団
海
外
派
遣
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
青
年
活
動
に
関
わ

る
青
年
が
多
く
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
る
彼
女
、
彼
ら

が
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
神
様

と
関
係
を
築
く
こ
と
に
集
中

し
、
忙
し
さ
か
ら
離
れ
て
自

分
を
見
つ
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
詳
細
は
世
界
宣
教

委
員
会F

acebook

上
に
、

参
加
者
の
報
告
と
写
真
を
載

せ
て
い
る
の
で
、
合
わ
せ
て

参
照
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
廣
中
佳
実
報
）
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ユ
ネ
ス
コ
・
イ
ラ
ク
教
育
担
当

事
業
統
括
上
官
。
ロ
ン
ド
ン
大
学

に
て
「
地
中
海
学

−

中
東
の
歴

史
・
外
交
」
と
「
教
育
計
画
」
の

分
野
で
修
士
を
取
得
。
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ

Ａ
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
、
ユ
ニ
セ
フ
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
ヨ
ル
ダ
ン
、

レ
バ
ノ
ン
、
ガ
ザ
、
ス
ー
ダ
ン
、

イ
ラ
ク
と
、
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
の

教
育
を
中
心
に
、
中
東
で
の
教
育

に
10
年
以
上
携
わ
る
。

　
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ホ
ー
ム
に
育

ち
、
教
会
や
学
校
で
「
パ
レ
ス
チ

ナ
」、「
イ
ス
ラ
エ
ル
」
と
い
う
言

葉
を
聞
い
て
な
じ
み
が
あ
っ
た
。

大
学
1
年
生
の
時
に
祖
母
と
聖
地

旅
行
に
行
き
、
そ
こ
で
パ
レ
ス
チ

ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
小
競
り
合
い

を
聞
き
、「
な
ぜ
こ
の
人
た
ち
は
、

長
い
間
戦
い
合
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
」
と
疑
問
に
感
じ
、
勉

強
し
よ
う
と
思
っ
た
。

　
留
学
し
中
東
の
勉
強
を
続
け
る

う
ち
に
、
不
当
な
扱
い
を
受
け
て

き
た
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
々
の
た
め

に
何
か
を
し
た
い
と
の
想
い
を
与

え
ら
れ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
中

東
の
こ
と
だ
け
を
知
っ
て
い
て
も

彼
ら
の
役
に
立
て
な
い
こ
と
を
悟

る
。
攻
撃
に
対
し
、
攻
撃
で
返
す

こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
、
終
わ
る
こ

と
の
な
い
不
平
等
な
占
領
下
に
生

き
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の
未
来
を
築
き

上
げ
る
た
め
に
は
教
育
が
基
礎
と

な
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
パ

レ
ス
チ
ナ
人
は
「
教
育
」
を
唯
一

奪
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
投
資
で
あ

る
と
信
じ
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

に
と
て
も
熱
心
で
あ
る
。

　「
教
育
分
野
で
彼
ら
の
役
に
立

て
れ
ば
」
と
の
想
い
か
ら
、
教
育

計
画
を
学
び
、
中
東
の
国
々
で
教

育
分
野
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
。

現
在
は
紛
争
や
貧
困
、
女
子
差
別

等
、
様
々
な
理
由
で
通
学
で
き
な

い
子
供
た
ち
を
学
校
へ
通
え
る
よ

う
支
援
す
る
事
業
の
統
括
を
し
て

い
る
。
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る

イ
ラ
ク
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
少
し
で
も
役
立
て

れ
ば
嬉
し
い
。

　
将
来
は
、 

何
が
自
分
に
与
え
ら

れ
た
働
き
か
、御
心
を
問
い
つ
つ
、

中
東
で
の
仕
事
を
継
続
す
る
か
、

日
本
の
教
育
の
将
来
の
た
め
に
役

に
立
ち
た
い
。

大澤　小枝さん

　
こ
の
夏
に
教
団
や
教
区
の
主
催
で

行
わ
れ
た
様
々
な
活
動
報
告
を
聞
く

機
会
が
多
い
。
教
区
青
年
担
当
者
会

で
は
、
中
部
教
区
と
東
北
教
区
の
そ

れ
ぞ
れ
の
夏
季
キ
ャ
ン
プ
の
様
子
、

そ
れ
に
、
日
独
ユ
ー
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
参
加
報
告
が
あ
っ
た
。
映
像
を
通

し
て
若
い
人
た
ち
の
は
じ
け
る
笑
顔

を
見
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
の
懐
に
招

か
れ
た
豊
か
な
交
わ
り
が
広
が
っ
て

い
る
様
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
教
会
で
は
め
っ
た
に
見
な
い
若
者

た
ち
の
集
ま
り
が
盛
ん
に
な
っ
て
お

り
、70
年
代
以
降
、壊
滅
状
態
で
あ
っ

た
教
区
や
教
会
の
青
年
の
集
い
が

方
々
で
復
活
し
、
新
た
な
活
動
が
始

ま
っ
て
い
る
の
は
確
か
な
よ
う
だ
。

　
こ
れ
ら
の
集
ま
り
か
ら
聞
こ
え
て

く
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
つ
な
が
る
」

こ
と
と
「
居
場
所
が
見
つ
か
る
」
こ

と
で
、
賛
美
が
あ
り
、
祈
り
が
あ
り
、

聖
書
の
言
葉
が
あ
る
教
会
の
交
わ
り

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
集
う
こ
と
を

喜
ぶ
群
れ
が
で
き
て
い
る
の
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
若
者
を
リ
ー
ド
す
る
教
師
た
ち
や

大
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
働
き
に
感

謝
し
た
い
。
リ
ー
ド
す
る
と
い
う
よ

り
、
人
と
人
と
を
結
び
つ
け
見
守
る

と
い
う
姿
勢
を
取
り
、
霊
的
な
深
み

へ
と
導
き
、
教
会
に
結
び
付
け
る
並

大
抵
で
な
い
働
き
が
い
よ
い
よ
生
か

さ
れ
る
よ
う
願
い
た
い
。

　
先
月
イ
ギ
リ
ス
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
教

会
の
宣
教
幹
事
の
来
訪
が
あ
っ
た
。

一
緒
に
同
教
団
の
青
年
会
議
の
議
長

を
伴
っ
て
こ
ら
れ
た
。
19
歳
の
ガ
ー

ナ
出
身
の
女
性
。
世
界
の
教
会
を
若

い
人
に
体
験
さ
せ
る
と
い
う
教
団
の

意
気
込
み
に
ふ
れ
た
。

（
教
団
総
幹
事
　
秋
山
　
徹
）

若
者
た
ち
の
新
た
な
活
動

未来を築く「教育」

東京生まれ。滝野川教会員。写
真は、実弟が牧会している山口
教会礼拝堂にて。

　東京女子大学（Tokyo Woman's 
Christian University）は、日本で最
初のキリスト教主義の女子高等教育
機関のひとつとして、1918 年に創
立され、2018 年に創立 100 周年を
迎えました。開学当時の日本の教育
制度では、大学の門戸は女子に対し
て閉ざされていましたが、本学はあ
えて「大学」と名乗り大学に相当す
る課程を設け、キリスト教の精神に
基づく最高のリベラル・アーツ教育
を目指しました。女子にも高等教育
をという新しい時代を切り拓くため
の挑戦であったと言えます。
　創立当初の英語名は“Woman's 
Christian College of Japan” でした
が、第 二 次 世 界 大 戦 後 に“Tokyo 
Woman's Christian College”とし、
1976 年に現在の英語名となりまし
た。本学の英語名は、一人ひとりを
大切にするというところから、創立
以来“woman”と単数で表してい
ます。
　本大学の創立の起源は、1910 年
6 月に英国のエディンバラで開かれ
た世界宣教大会（The World Miss-
ionary Conference）にさかのぼり
ます。教派を超えて一致協力して世
界宣教に当たろうというエキュメニ
カルな高まりの中で開催されたこの
大会において、「東洋にキリスト教
主義に基づく高等教育機関を設置す

る」との提案が採択
されました。その翌
年大会の教育委員会
アメリカ部代表者で
あったジョン・F・
ガウチャー博士が来
日し、各教派の宣教
師や日本の代表的な
キリスト教教育者た
ちとキリスト教主義
の大学の設立の可能
性について協議を重
ねました。その結果

1912 年 12 月、日本に女子の高等教
育機関をつくるための促進委員会が
米国で設けられ、促進委員会は日本
で女学校を営むプロテスタント諸教
派に協力を仰ぎ、女学校の上にあっ
た専攻科あるいは高等科を一つとこ
ろに合同させ、女子の高等教育を各
学校が個々に目指すのではなく、女
子大学へと一本化することになりま
した。
　本学の設立の主体となった 6 つの
伝道社団は、⑴アメリカ・バプテス
ト教会、⑵基督教会（ディサイプル
ス）、⑶カナダ・メソジスト教会、⑷
メソジスト監督教会、⑸アメリカ・
長老教会、⑹アメリカ・改革派教会
です。創立当初の理事会は 6 つの
ミッションスクールの代表の宣教師
10 名と日本人キリスト者 5 名で構
成され、本学の創立は教派を超えて
国内外のキリスト者たちが協力し祈
りを共にした結実でありました。
　初代学長の新渡戸稲造、学監の安
井てつ、常務理事のA・K・ライシャ
ワーは、東京女子大学の礎を築いた
3 人です。
　新渡戸稲造は、札幌農学校教授、
第一高等学校校長、東京帝国大学教
授を歴任後、本学の初代学長に就任、
その後、国際連盟事務次長を務めた
国際人です。第 1 回卒業式の祝辞の
中で、学長として本学の教育の目指

すべき事柄を次のように語っていま
す。「本校においてはキリスト教の
精神に基づいて、個性を重んじ、世
のいわゆる最小者（いとちいさきも
の）をも神の子と見なして、知識よ
りも見識、学問よりも人格を尊び、
人材よりも人物の養成を主としたも
のであります」。有用性ばかりを重
視して人材養成に重きを置く現代の
風潮に対して、「人格を尊び」、「人物
の養成を目指す」と言う新渡戸学長
の言葉は、時代を超えて私たちに訴
えかけています。
　新渡戸学長のもと学監を務めた安
井てつは、1923 年に第 2 代学長と
なり、国家主義が高まり、日中戦争、
第二次世界大戦に至る暗黒の時代
に、キリスト教高等教育機関として
の本学を守り抜きました。
　A・K・ライシャワーは、明治学
院高等学部長を務めるかたわら本学
の設立に参画し、設立代表者・常務
理事として、創立期の困難な財政を
支えました。
　本学は、キリスト教大学として立
ち続けるためには、大学の礼拝こそ
がその要であるとして、第二次世界
大戦の苦難の中でも礼拝を途切れる
ことなく守ってきました。1938 年
に建てられたアントニン・レーモン
ド氏の設計による白いチャペルは、
本館や講堂と共に黒く塗られ戦争中
の被災から免れました。正門から

入ってすぐ右側のチャペルの白い尖
塔は今も大学のシンボルです。
　日々の礼拝は、月曜日から金曜日
までの毎朝 1 限と 2 限の間の 10 時
半から 10 時 50 分まで行われ、毎日
100 名前後の学生が集っています。
チャペル正面と左右両側を囲んでい
るステンドグラスから朝の清々しい
光が差し込み、パイプオルガンの美
しい調べを聴き、賛美し、聖書のみ
言葉と説教に耳を傾け、神様と向き
合い、心静かに自分を見つめる中で、
学生たちは確実に何かを感じ取って
います。本学の建学の精神は、「キ
リスト教の精神をもって、人格形成
の基礎とする」というものです。礼
拝こそ学生たちの人格形成の基礎と
なっていると確信しています。
　少人数教育により学生一人ひとり
を大切に育て、キリスト教に基づく
人格教育を行うという教育理念を、
本学は創立以来 100 年間大切にし
てきました。創設者たちの志を私た
ちも受け継ぎ、どんなに社会のニー
ズが変わろうとも、変わらない「す
べて真実なこと」（QUAECUNQUE  
SUNT VERA。本学の標語、フィリ
ピの信徒への手紙 4 章 8 節。本館
正面壁にラテン語で刻まれていま
す）を心に留めて、これからの 100
年に向けて歩みを進めてまいりたい
と思います。

（Kyodan Newsletterより）

卒業式後の風景（1927年頃）

東京女子大学の創設者たちの志

佐野　正子
（東京女子大学現代教養学部教授）
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